
　初夏の候、先生方におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し

上げます。日頃より当院の運営につきまして、多大なるご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

　さて、今年度も既に３か月が経過いたしました。４月からの総合診療科の

開設、多くの医師、職員の異動など、慌ただしかった当院も少しは落ち着い

てきているように感じます。

　今年度の当院の目指すところは、今まで以上に患者さんに利用していただ

きやすい環境を作ることだと考えています。院内では様々な会議の中で、職

員がアイディアや意見を出し合い、少しでもよりよくなるようにと考えてお

ります。

　当地域連携センターを充実させることも今年度の大きなテーマの一つと

なっており、今以上に重大な役割を担うための整備を行っていきます。

　パソコンやスマートフォンによる情報の入手や提供が一般的となってきて

いる中で、当院の体制はまだまだ追いついておりません。診察のWeb予約

くらいできないでどうするなど、お叱りの言葉もいただいております。しか

し一方で、そのようなツールでの利便性ばかりを追求し、人と人との温かみ

のある交流を忘れてしまってはならないとの思いも強く感じており、試行錯

誤を続けているような状態にあります。

　地域の先生方におかれましては、お気づきの点があれば何なりとお問い合

わせ下さい。患者さんの声、院内外の先生方の声を広く受け入れて、日常の

病院運営に即座に反映できるような、軽いフットワークの地域連携センター

でありたいと考えております。今後とも、変わらぬ支援を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは

上越総合病院　地域連携センター　
　電　話  025-524-3000（代表）　
　ＦＡＸ  025-524-3140（直通）まで
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早朝検査の実施について（予約患者様のみ）
　当院では、外来患者様の待ち時間を短縮する取り組みとして、検査の受付時刻を従来の８時３０分より３０分
早めて行っております。それにより患者様にはスムーズに診察を受けて頂けると考えております。
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　整形外科ではこれまで骨折などの外傷や関節疾患、スポー

ツ障害など幅広い疾患に対し診療を行ってきましたが、今春

より脊椎疾患に対して新しい技術を用いた手術を積極的に

行っています。近年、脊椎手術にも低侵襲な内視鏡手術や経

皮的脊椎固定術などの技術が開発され導入されています。内

視鏡手術では、約2cmの皮切で腰椎椎間板ヘルニアや腰部

脊柱管狭窄症に対する手術を行うことが可能となりました。

傷が小さいだけでなく筋肉への侵襲が少なくなるため、術後の痛みが少なく早期に社

会復帰が可能となります。また脊椎固定についてですが、変性疾患や外傷などに対し

脊椎固定術を行う場合、これまでは比較的大きな皮切と展開が必要でしたが、現在は

経皮的に椎弓根スクリューを挿入することにより固定術の侵襲を劇的に縮小すること

が可能となりました。この技術は転移性脊椎腫瘍に対する固定術や化膿性脊椎炎にも

応用可能です。当院ではこれらの低侵襲な技術と従来の方法を患者さんの病態に合わ

せて選択し手術を行っています。この7月より内視鏡システムが手術室に常設されます

ので、いつでも使用可能となります。脊椎疾患でお困りの症例がございましたら、お

気軽にご相談ください。

　平成18年に当院が新築されて以来、今まで開かずの麻酔科外来。麻酔科医師増員

（１名→３名！）を経て、日の目を見ることになりました。従来は術後回診の傍ら、

病棟で術前患者様に麻酔の説明をしておりました。4月よりこれを3人で分担。術前診

察は病室よりプライバシーを保てる外来で、専属看護師による問診と、医師による時

間的余裕を持っての説明が可能となりました。生真面目で優しい後輩達に丁寧な麻酔

の説明を受け、少し安堵された患者様を見ながら、分刻みで病棟を駆け回っていた頃

を懐かしく思うこの頃です。

　最後に地域の医療スタッフの皆様にお願いがあります。もしかしたら緊急手術にな

るかもしれない患者様を紹介していただく場合、その時点で絶飲食を指示してくださ

い。麻酔導入時の誤嚥のリスクを減らすことができます。よろしくお願いします。

部 門 紹 介 整形外科整形外科
整形外科部長　渡 部　公 正 麻酔科部長　朝 日　丈 尚

始めました

電　話  025 - 524 - 3000（代表）
ＦＡＸ  025 - 524 - 3140（直通）まで

麻 酔 科 外 来 ！

総合診療科へご紹介くださる先生方へ

患者様のご紹介は
地域連携センターをご利用下さい。

※紹介手順については別紙ご参照ください。

※10時以降の受診となりますと大変混雑し、お待たせしてしまいますので
可能な方は早めにおいでいただくと幸いです。

ご不明な点がございましたら、下記へお問い合わせ下さい。

地域連携センター

医師交代のお知らせ

《整理検査室　横》

プロフィールは次号でお知らせいたします。

呼吸器内科
腎 臓 内 科
産 婦 人 科

島岡　雄一　➡　月岡　啓輔
田邊　繁世　➡　後藤　　慧
上田　遥香　➡　小川裕太郎
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